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Abstract: Tephrostratigraphy is established for the Pliocene Dainenji Formation distributed in the

middle part of the Pacific side area in Fukushima Prefecture. A workable high-resolution microfossil

chronostratigraphy is also developed for the formation by integrating all available microfossil in-

formation on diatom, nannofossil, planktonic foraminiferal and radiolarian biostratigraphy. The

age of each tephra bed in the Dainenji Formation can be estimated by correlation to the standard

magneto-biostratigraphic time scale. This report and a companion study on petrography of tephra

beds (Takahashi et al., 2003) provide a firm basis of the Pliocene tephrochronology in the southern

Tohoku Province.
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要　旨

　福島県太平洋岸の浜通り地域中部に分布する鮮新統大
年寺層のテフラ層序を確立した．また，これまでの珪藻，石
灰質ナンノ化石，浮遊性有孔虫及び放散虫化石層序デー
タを総合して大年寺層の微化石年代層序を構築し，古地磁
気微化石年代尺度に対比した．これにより，大年寺層のテ
フラ層の年代が推定可能となり，東北地方南部の鮮新世テ
フラの年代層序の基盤が整備された．

１．はじめに

　火山噴火によって広域に拡散するテフラ層は，地質学的
時間スケールでは瞬時に堆積するため，優れた同時面指
標層として層序の確立や地層の広域対比において重要な
役割を果たしている．とくに中期更新世以降では，既に詳
細なテフラカタログが整備され（町田・新井2003など），火山
学や層序学ばかりでなく，考古学や防災科学など他分野で
も活用されている．
　一方，これより古い前期更新世から鮮新世のテフラ層序
も，近畿・中部・新潟・関東地域においては，近年広域テフ

ラ層の発見によって急速に研究が進展し，その基盤はほぼ
確立しつつある（里口ほか，1999；黒川，1999など）．しかし，
東北地方では，鮮新世のテフラ層序の研究はほとんど進ん
でおらず，広域テフラ層による近隣の新潟・関東地域との
対応関係も全くわかっていない．
　筆者らはこうした現状を踏まえて，東北地方南部の鮮新
世テフラ層序を確立することを目的として，今回福島県の
太平洋沿岸地域（浜通り地域，第1図）に分布する鮮新統大
年寺層に挟在するテフラ層について詳細な検討を行った．
大年寺層は宮城県から福島県の太平洋沿岸に広く分布す
る鮮新統仙台層群最上部の海成層で，本層中には多数の
テフラ層が鍵層として記載されている（東北農政局計画
部，1979；久保ほか，1990, 1994, 2002；柳沢ほか，1996）．
また，大年寺層については，主要な微化石年代層序につい
て詳細な研究が行われ（竹谷ほか，1986；柳沢，1990な
ど），テフラ層とのおおよその対応関係も判明している．しか
し，これらのテフラ層については，全体の層序が総括されて
おらず，また岩石学的検討は全く行われていなかった．この
ため，広域対比や火山活動変遷解明の基礎となる系統的
な記載岩石学的情報が全く整備されていなかった．
　本研究では浜通り地域中部の大年寺層のテフラ層序を
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総括し，更に珪藻化石分析と既存の微化石層序に基づい
て，テフラ層の年代層序を確立した．また，テフラ層の岩相・
鉱物組成・火山ガラスの形状・粒度組成・重鉱物組成及び
火山ガラスの化学組成などの岩石学的特徴を系統的に検
討した．その結果，大年寺層のテフラ層の記載岩石学的特
徴と化学組成が系統的に変化すること，更に一部に広域テ
フラ層と推定されるテフラ層が挟在することが明らかに
なった．
　この論文では，その１として大年寺層のテフラ層序の総
括と微化石層序に基づく年代層序について報告する．引き
続きその２（高橋ほか，2003）では，テフラ層の岩石学的特
徴を記載する．

２．地質概説

　仙台層群は宮城県仙台市を模式地とする東北地方南部
太平洋側の鮮新統を代表する地層群であり（第2図），下位
から亀岡層，竜の口層，向山層及び大年寺層から構成され
る（北村ほか，1986）．このうち，向山層基底には不整合があ
り，これにより本層群は下部（亀岡層・竜の口層）と上部（向
山層・大年寺層）に大別される．
　亀岡層は下位の中新統を不整合に覆う．本層は礫岩，砂
岩及び泥岩からなり，一部亜炭層を挟む河川成堆積物で

第1図　調査位置図．
Fig. 1 Location map showing investigation area.

第2図  福島県浜通り地域の仙台層群の層序．久保ほか（1990, 1994, 2002）と柳沢ほか（1996）を基に作成．
Fig. 2   Stratigraphy of the Pliocene Sendai Group distributed in the Hamadori area, Fukushima Prefecture, compiled from Kubo

et al. (1990, 1994, 2002) and Yanagisawa et al. (1996).

ある．
　竜の口層は亀岡層から漸移する内湾海成層で，青灰色
の泥岩を特徴とし，Fortipecten takahashii (Yokoyama)
を含む竜の口軟体動物群を産出することで有名である．
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　テフラ層の名称は，原則として久保ほか（1990, 1994,
2002）及び柳沢ほか（1996）で用いられているSFコード（相
馬郡と双葉郡にちなむ．）とOrコード（小良ヶ浜にちなむ．）
を用い，未命名テフラ層については新たに名称を付した．
ただし，東北農政局計画部（1979）によって命名された牛
踏（SF11），京塚沢（SF29）及び観音前（SF34）の各テフラ
層（原典では凝灰岩）については，両者を併用して用いる．
　珪藻分析用試料は，富岡町小良ヶ浜のD2とD4a（第4図）
から14試料（D4-1～D4-14），小高町水谷のD4bの海底地す
べりブロック（第5図）から4試料（Sb01～Sb04）を採取した．
処理と珪藻の分析・計数は，柳沢(1999)の方法で行った．

　向山層は下位の竜の口層を不整合に覆い，礫岩，砂岩，
泥岩からなり亜炭層を挟む．また，下部に珪長質凝灰岩層
を挟む．浜通り地域の向山層は主に河川成堆積物と推定さ
れるが，一部では本層上部に汽水性のラグーン堆積物が発
達する（柳沢ほか，1996）．
　大年寺層は向山層を整合に覆う海成層である．浜通り地
域の大年寺層の層厚は最大350～430 mで，岩相は下部の
砂質岩相（D1），中部の泥岩層（D2）・砂岩泥岩層（D3）及び
上部の泥岩層（D4）からなる（第3図；久保ほか，1990, 1994,
2002；柳沢ほか，1996）．
　本層下部のD1は地域的に岩相が変化しており，久保ほ
か（1994,2002）は，D1をD1a, D1b, D1c の３つの岩相に区分
して地質図に表現している．D1aは凝灰質砂岩及び砂岩泥
岩細互層，D1bは生物優乱作用が著しい塊状細粒砂岩，そ
してD1cは暗青緑灰色の塊状砂質泥岩と泥質極細粒砂岩
からなる．これらの岩相は相互に指交・漸移しており，その
間に明確な境界をひくことが難しいことが多いが，D1全体と
しては南に向かって岩相が細粒化している（第2図）．
　本層中部のD2は，暗青緑灰色の泥岩からなる岩相であ
る．下位のD1との境界は，後述する牛踏テフラ層（SF11）付
近にあり，これは浜通り地域内全域を通じてほぼ一定して
いる．D3は砂岩泥岩層からなり，D2の上部と同時異相の関
係にある（久保ほか，1990；柳沢ほか，1996）．なお，この岩
相は浜通り北部にのみ分布し，今回テフラ層を採取した地
域には発達しない．
　本層上部のD4は大規模な海底地すべりによって生じた
凹地を埋積した堆積物で，浜通り地域南部にのみ分布す
る．主に泥岩からなり砂岩層を挟む．海底地すべりは断続的
に複数回起こっているので，本研究ではD4をD4a, D4b, D4c
の３つのユニットに区分した．地すべりブロックは，D4bの北
部で最大10 mの厚さのものがわずかに残っている．しか
し，ほとんどのところでは地すべりブロックは残存せず，地
すべり面の上位には，厚さ数十cm-数mの細礫混じりの極
粗粒砂岩層があるのみである．なお，大年寺層では小規模
の海底地すべりは頻繁に生じており，D1やD2の層準にも存
在する．
　

３．試料と方法

　この研究では，テフラ層を含む柱状図を，浜通り地域の
中部にあたる原町市南部，相馬郡小高町，双葉郡浪江町・
双葉町・大熊町及び富岡町の範囲の9つのセクションで作
成し，テフラ層を採取した（第3図）．それらは北から，原町市
小浜（1）・大甕（2）・大塚（3）・割羽迫（4），小高町水谷
（5），浪江町高瀬-双葉町渋川（6），大熊町熊町-大川原
（7）富岡町小良ヶ浜（8），富岡町本町西-上手岡河原沢
（9）である．なお，各セクションでの詳細なテフラ層の柱状
図は，テフラ層の岩石学的記載とともに高橋ほか（2003,第
5図）で示す．

第3図  層序セクション作成位置図．久保ほか（1990, 1994, 2002）
と柳沢ほか（1996）を基に作成．層序セクション；1：小浜，
2：大甕，3：大塚，4：割羽迫，5：水谷，6：高瀬-渋川，
7：熊町-大川原，8：小良ヶ浜，9：本町西-上手岡河原沢，
⑪：小良ヶ浜北．

Fig.3   Map showing locations of stratigraphic sections, compiled
from Kubo et al. (1990, 1994, 2002) and Yanagisawa et al.
(1996). Stratigraphic sections; 1: Obama, 2: Omika, 3:
Otsuka, 4: Wappasaku, 5: Mizugai, 6: Takase-Shibukawa,
7: Kumamachi-Ogawara,8: Oragahama, 9: Honchonishi-
Kamiteoka (Kawarasawa),⑪: Oragahama-Kita.
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４．結　果

4.1　テフラ層序

　大年寺層全体のテフラ層序を確立するため，本研究で検
討した9セクションにおける全テフラ層を対比した（第6図）．
また，微化石層序に基づいて地質年代を考察するため，竹
谷ほか（1986）によって微化石層序の検討が行われた浜通
り地域南部の岩沢セクション（⑩）と，Kohno and Yanagisawa
(1997)が珪藻分析を行った小良ヶ浜北セクション（⑪）も図
示した（両セクションの位置はそれぞれ第1図及び第3図参
照）．
　第6図からわかるように，浜通り地域における大年寺層の
テフラ層のほとんどは，分布域を通じてよく連続し，鍵層と
して非常に有用である．しかし，D1層準では同一層準の岩
相が北方に向ってD1c（砂質泥岩ないし泥質砂岩）からD1b
（細粒砂岩）へと粗粒化するにしたがって，テフラ層がほと
んどなくなってしまい，鍵層として続かない．たとえば，セク
ション7と6におけるD1層準の下部を比較すると，SF4.5は
両セクションで対比できるものの，セクション7ではその直
上にSF4.7～SF5.5，下位にはSF4.1以下多数のテフラ層が
確認できるのに対し，セクション6ではこれらのテフラ層は
全く認められない．これは，一旦堆積したテフラ層が活発な
生物優乱作用により撹拌されて細粒砂岩中にテフラが拡散
してしまい，露頭では確認できなくなってしまっている可能

性が高い．というのは，たとえば，セクション6のD1b（細粒砂
岩）に挟在するSF6.5とSF6は，強い生物優乱作用により切
れ切れの虫食い状となっていて，ほとんど消失しかかって
いるの対し（高橋ほか，2003の第5図6-3参照），セクション
7では両テフラ層はD1c（泥質砂岩）中にあって明瞭な層と
して存在する．おそらく，厚さ10 cm以下の薄いテフラ層は，
D1b中では生物優乱作用により消失して確認できない場合
が多く，SF4.5やSF Wpのように層厚が数十cm以上の比較
的厚いテフラ層のみが岩相D1b中に残存しているものと推
定される．
　次に，以上のテフラ層の対比を基にして，各層準でもっと
も多くのテフラ層が挟まれているセクションを複合して，大
年寺層のテフラ層序を示す模式的な柱状図を作成した（第
7図）．すなわち，D1は7，D2は1と2，D4aは8，D4bは5と
6，そしてD4cは⑪の各セクションを用いて柱状図を作成し
た．以上により，浜通り地域中部の大年寺層のテフラ層序を
確立することができた．ただし，大年寺層上部のD4の層準
では，海底地すべりによる欠層があるため，その部分につい
てはテフラ層序は完全ではない．

4.2　珪藻化石分析結果

　富岡町小良ヶ浜のD2・D4a（第4図）から採取した14試料
（D4-1～D4-14）は，Neodent i cu la  kamtscha t i caと
N. koizumiiがともに検出される（第1表）．したがって，これ

第5図 水谷セクションでの珪藻試料採取位置図．
Fig. 5  Map showing diatom sample locations in the Mizugai section.
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 第6図　大年寺層柱状図の対比
 Fig.6.     Correlation of columnar sections of the Dainenji Formation.
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第7図 大年寺層の年代層序
Fig. 7  Chronostratigraphy of the Dainenji Formation.
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第1表　小良ヶ浜及び水谷セクションにおける大年寺層の珪藻化石産出表．

Table 1. Occurrence chart of diatoms in the Dainenji Formation of the Oragahama and Mizugai sections.
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らの試料はYanagisawa and Akiba (1998)の北太平洋珪
藻化石帯区分のNPD 8帯と認定される．また，すべての試
料でN. koizumiiがN. kamtschaticaより頻度が高いこと
から，これらの試料は渡辺（2002）が認定したN. koizumii
の急増層準（RI）よりも上位にある．
　一方，小高町水谷のD4bに属する海底地すべりブロック
（第5図）の4試料（Sb01～Sb04）は，N. koizumiiのみを産
し，N. kamtschaticaを欠いている．このことから，これらは
NPD 9帯に属すると判定される．
　なお，このほか柳沢（1990）が分析した双葉-小高-小浜セ
クションと姥ヶ沢セクションにおける珪藻の詳しい産出表は
公表されていなかったので，今後の研究の基礎データとし
て珪藻化石産出表を第2表と第3表に示した．

５．考　察

　浜通り地域の大年寺層については，既に主要４微化石
（珪藻，石灰質ナンノ化石，浮遊性有孔虫及び放散虫）の生
層序に関する詳細な研究が行われている（Ko i z um i ,
1972；竹谷ほか，1986；柳沢ほか，1989；柳沢，1990；長谷
川ほか，1993；Kohno and Yanagisawa,1997；相田・竹谷，
2001；相田，2003）．そこで本論文では，これら既存の微化
石層序データと本研究による珪藻化石分析結果を統合し
て，大年寺層の年代層序を組み立てる．

5.1　珪藻化石層序

　大年寺層の珪藻化石層序を検討した研究としては，
Koizumi (1972)，竹谷ほか（1986）；柳沢ほか（1989）；柳
沢（1990）；長谷川ほか（1993）；Kohno and Yanagisawa
(1997)など多数あるが，ここでは，系統的に試料を採取して
詳細な検討を行っている竹谷ほか（1986），柳沢（1990）及
び本研究の結果を基本して，大年寺層全体の珪藻化石層
序をまとめる．
　ところで，日本周辺で適用可能な珪藻化石帯区分として
は，主に寒流系種を用いた北太平洋珪藻化石帯区分
（Akiba, 1986; Yanagisawa and Akiba, 1998など）と，暖
流系種を基にした低緯度珪藻化石帯区分（Barron, 1985）
とがある．大年寺層では寒暖両系の珪藻が産出して両珪藻
化石帯区分が適用可能であるので，この論文で併用して
年代層序を議論する．
　まず，本層下部のD 1の区間から検討する．竹谷ほか
（1986）に基づくと，岩沢セクション（第6図）では，D1は北太
平洋珪藻化石帯区分のNPD 7Bb帯とNPD 8帯に属し，両
化石帯境界の生層準D80（N. koizumiiの初産出層準）は，
テフラ層SF10.15とSF10.2の間に認められる．また，低緯度
珪藻化石帯区分では，岩沢セクションのD1はNTD 14帯に
対比される（竹谷ほか，1986；久保ほか，2002）．
　次ぎに，本層中上部（D1の最上部から本層の上限まで）
については，柳沢（1990），Kohno and Yanagisawa (1997)

及び本研究によって明らかにされた化石帯指標種の層序
的産出状況を第8図にまとめた．
　北太平洋珪藻化石帯区分では，D1はNPD 7Bb帯と
NPD 8帯に，D2とD4aはNPD 8帯に，海底地すべりブロック
（SB）を含むD4bとD4cはNPD 9帯に属する．また，NPD
7Bb/NPD 8帯境界の生層準D80はテフラ層SF10.4附近
に，NPD 8/NPD 9帯境界の生層準D90（N. kamtschatica
の終産出層準）はD4aの上限にある．更に，渡辺（2002）に
よってその生層序学的有用性が認識されたN. koizumiiの
急増層準（RI）は，テフラ層SF11とSF16の間に明瞭に認め
られる．
　低緯度珪藻化石帯区分では，D1最上部からD4cまでの区
間はNTD14帯からNTD 15B帯までに対比される．このう
ち，NTD 15A/15B帯境界を規定するNitzschia jouseaeの
終産出層準は，D4bの海底地すべりブロックとそれを覆うD4b
の堆積物の基底の間にある．しかし，NTD 14/15A帯の境
界は，指標種のRhizosolenia praebergoniiが大年寺層で
は産出しないため認定することができない．
　以上の珪藻化石層序のまとめを第7図に示す．

5.2　石灰質ナンノ化石層序

　竹谷ほか（1986）によれば，岩沢セクションでのD1は，石
灰質ナンノ化石帯区分（Okada and Bukry, 1980)のCN
11帯とCN 12a帯に相当する（第6図）．両化石帯の境界を
定義するReticulofenestra pseudoumbilicaの終産出層準
は，テフラ層SF10.15附近に認められる．D2以上について
は，石灰質ナンノ化石層序は検討されていない．

5.3　浮遊性有孔虫化石層序

　岩沢セクションでのD1には，浮遊性有孔虫化石帯区分
（Blow, 1969)のN.19帯とN.21帯が認められる（竹谷ほか，
1986；第6図）．N.19/N.21帯境界を規定するGloborotalia
tosaensisの初産出層準は，岩沢セクションではテフラ層
SF10.4附近に認められており，これはその後試料を追加し
て岩沢セクションの浮遊性有孔虫層序を再検討した相田
（2003）によっても追認されている．なお，D2以上からは，浮
遊性有孔虫化石がほとんど産出せず，化石帯の認定はで
きない（相田，2003）．

5.4　放散虫化石層序

　竹谷ほか（1986）が検討した岩沢セクションのD1は，
Foreman(1975)による放散虫化石帯区分のSphaeropyle
langii帯の上部に対比される．一方，長谷川ほか（1993）に
よれば，双葉町の海岸崖から採取された数試料から産出し
た放散虫群集は，Foreman  (1975)のLamprocyr t i s
heteroporos帯に含まれる．これらの試料は，筆者らの調査
によれば，D4bの上部のテフラ層SFγ附近の層準のもので
ある（第7図）．このほか，相田・竹谷（2001）は，富岡町富岡
川の富岡鯨産出地点附近に露出する砂質泥岩の放散虫
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第2表　双葉，小高及び小浜セクションにおける大年寺層の珪藻化石産出表．
Table 2. Occurrence chart of diatoms in the Dainenji Formation of the Futaba, Odaka and Obama sections.
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第3表　双葉，小高及び小浜セクションにおける大年寺層の珪藻化石産出表．
Table 3. Occurrence chart of diatoms in the Dainenji Formation of the Ubagasawa section.
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第8図 大年寺層上部の珪藻化石層序．柳沢（1990），Kohno and Yanagisawa (1997)及び本研究のデータから作成．
Fig. 8   Diatom biostratigraphy of the upper Dainenji Formation, compiled from Yanagisawa (1990), Kohno and Yanagisawa (1997)

and this study.
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群集を分析し，それらがM o t o y a m a  ( 1 9 8 6 ) の
Cycladophora sakaii帯下部に相当すると報告している．
この層準は，テフラ層SF10.2の約15 m下位にあたる（第7
図）．

5.5　年代層序の総括

　以上の微化石層序を，大年寺層の総合柱状図にまとめ
た（第7図左）．以下，これを古地磁気微化石年代尺度
（Berggren et al., 1985;Yanagisawa and Akiba, 1998;
斎藤，1999）に対比して，大年寺層の年代を議論する．な
お，大年寺層における4種の微化石層序の相互関係と指標
年代生層準の順序は，既存の微化石年代尺度と矛盾しな
いので，生層準の位置や各セクション間でのテフラ層の対
比にとくに大きな問題はないと判断される．
　まず，年代尺度に直接対比できる生層準として，下位より
石灰質ナンノ化石のR. esudoumbilicaの終産出層準（3.75
Ma），珪藻のD80（N. koizumiiの初産出層準，3.5 Ma），
浮遊性有孔虫のG. tosaensisの初産出層準（3.35 Ma），珪
藻のN. koizumiiの急増層準（3.0～3.1 Ma），珪藻のD90
（N. kamtschaticaの終産出層準，2.6～2.7 Ma），及び珪
藻のN. jouseaeの終産出層準（2.6 Ma）があげられる．この
うち，珪藻のD80については異時性（場所により年代が異な
ること）が指摘され，その年代は3.5～3.9 Maと幅のある年
代が算定されている（Barron and Gladenkov,  1995;
Yanagisawa and Akiba, 1998）．しかし，渡辺（2002）によ
れば日本周辺など中緯度地域では，この生層準の年代は
ほぼ3.5 Maで一定しているとされている．大年寺層におい
ても，D80は，R. pesudoumbilicaの終産出層準（3.75 Ma）
と G. tosaensisの初産出層準（3.35 Ma）の間にあり，渡辺
（2002）の見解を支持している．
　以上の生層準に挟まれた区間は，直接年代尺度に対比
できるので，この区間内にあるテフラ層は，生層準の年代を
基準に内挿によってその年代を確実に推定できる．一方，
この区間の下位及び上位の区間に挟在するテフラ層の年
代は，大年寺層の下限及び上限の年代に曖昧さが残るの
で，確実性が劣る．
　まず，本層の下限の年代は，少なくとも岩沢セクションで
は浮遊性有孔虫のGlobigerina nepenthesが検出されな
いので（竹谷ほか，1986; 相田，2003），その終産出層準
（4.18 Ma）よりも新しいと言える．ただし，第6図のテフラ層
の対比図からわかるように，岩沢セクションの下限は必ずし
も大年寺層で最下限とは言えず，むしろ熊町-大川原セク
ション（7）や本町西-上手岡セクション（9）の下部におい
て，より下位の層準が露出しているように見える．実際，岩
沢セクション下限の不整合では，中部漸深海帯の堆積深度
を示す底生有孔虫群集を含む泥岩が，湯長谷層群の本谷
層（下部中新統）の泥岩にアバットしており（竹谷ほか，
1986），不整合直上の層準が，既に海進が相当進んで深度
が深くなった層準であることを示している．したがって，これ

よりも古い海進期の層準がその下位に存在する可能性が
高い．一方，岩沢セクションの5 km南方の広野町夕筋海岸
においては，大年寺層が白土層群中山層（中部中新統）を
不整合に覆い，ここでは海進初期の斜交層理の発達した
粗粒砂岩からなる浅海堆積物が発達する（竹谷ほか，
1986；久保ほか，2002）．しかし，この層準からは微化石は
検出されず，大年寺層の海進初期の年代は不明である．以
上のように，現段階では微化石から大年寺層下限の年代は
確定できない．
　ところで，模式地の仙台地域では，大年寺層の下位にあ
る向山層下部の広瀬川凝灰岩について，3.5±0.4 Maのジ
ルコンフィッショントラック年代が報告されている（檀原・岩
野，1995）．この年代は，鉱物学的特徴などを基に慎重に本
質結晶を識別し，更に自発トラック長の解析なども行って，
外来異質結晶を除去して算出されたものであり，信頼性の
高い年代である判断できる．したがって，誤差を考慮しても
向山層の年代が4 Maを越えないとすれば，その上位にある
大年寺層の下限の年代も4 Maより古い可能性は低いと考
えるべきかもしれない．しかし，今回研究した浜通り地域中
部と仙台地域は約100 kmも離れていて，地層境界が時間
面と斜交している可能性も否定できないので，大年寺層の
下限は現状では確定できない．
　大年寺層の上限については，2.4 Maに初産出がある
Neodenticula seminaeが最上部のD4cから産出しないこと
から，大年寺層上限が2.4 Maより古いことは確かである．ま
た，2.3 Maに終産出があるThalassiosira convexaがD4cで
検出されることも，この推定と整合的である．一方，N .
jouseaeの終産出層準（2.6 Ma）がD4bの海底地すべりブ
ロックとその上位の堆積物の間に認められる．したがって，
大年寺層上限の年代は2.4～2.6 Maの範囲に入ることは確
かであるが，これ以上の限定はできない．

６．まとめ

　本研究では福島県太平洋岸の浜通り地域中部に分布す
る大年寺層のテフラ層序全体を総括した．また，珪藻化石
分析と既存の微化石層序に基づいて大年寺層の年代層序
を確立し，古地磁気微化石年代尺度に対比した．これに
よって，大年寺層のテフラ層の年代が推定可能となり，東北
地方南部の鮮新世テフラ年代層序の基礎を構築すること
ができた．
　ただし，既に触れたように大年寺層の下限の年代は未だ
確定できていない．この問題は，熊町-大川原セクションなど
の大年寺層の下限に近い層準について微化石層序の検
討を行うことで解決できる可能性がある．一方，浜通り地域
の南部（楢葉町・広野町）や北部（鹿島町・相馬市・新地町）
では，微化石層序との対応がついていないテフラ層がまだ
多く残されているので，それらの年代についても今後検討
してゆくことが必要である．
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